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平成２９年度　第3回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成2９年８月２３日（水）18:00～19:05
場　所
：大阪府公館
出席者　：委員）綾委員・大石委員・多田委員・田中委員・鶴田委員・馬場委員・弘本委員
計７名（欠席：阿部委員・柴田委員）
専門委員）小山委員・松井委員　計２名

まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 安威川ダム建設事業の事業評価について
○府民意見に対する回答において、曝気装置が濁水対策に効果があるような表現となっているが、濁水対策に効果があるのか？
●濁水対策ではなく、水質改善のために効果があるものとして曝気装置の記述をしたものである。
○土地利用誘導・規制策など総合的な治水対策について、ダムの治水対策とあわせて今後どのように進めていく考えか。
●住民に逃げる意識を持っていただけるように、流域の市町村と連携してリスク周知に努めている。また、そのリスク情報をまちづくりにどのように活かすのか、まちづくり部局と勉強会を行っているところ。
○過去の計画の変遷などに対する意見があるが、それらの経過は公開しているのか。
●河川整備計画の検討経過や基本高水流量の算定根拠などについてホームページで公開している。
○ダム湖の濁水対策に関するご意見と回答について、ダムの材料を提供する採石場のことなのか、ダム上流域にある採石場全般のことを指しているのか。
●上流にある採石場全般に対するご意見ととらえ、回答している。また、ダムの本体工事を発注する際に受注業者から濁水対策に関する技術提案をいただき、受注者（JV）が現地で実施している対策についても記述している。
○ダム本体工事の発注者（府）、受注者（JV）、採石業者との関係、対策の実施者が分かりにくいので整理すること。
○流域市のHPを見ると、府民意見募集は大阪府にて実施しているような表現となっているので、今後改善を図ること。また、審議会が実施する意見募集であっても、府の事業なので、府に関係した意見募集を行っているということの周知に努めること。
●ご指摘の内容について今後改善を図っていく。

○耐震性の回答について、設計の対象としている外力など具体的に記述すべき。
○いただいたご意見に対する事業者の回答は、きちんと情報を公開していくツールとして活用するスタンスで、資料の掲載場所などを明示するなど丁寧な情報提示の工夫を行うこと。
○先般の九州豪雨でもダムによる洪水調節効果があったと言われているが、現地を見ると相当な被害が出ていた。いただいたご意見の中には、総合的な治水対策を検討してほしいとか、現計画ではまだ不安といった内容があるので、ダムによってどのような雨に対して効果があり、それ以上の雨に対してはどのようにすべきか、総合的な治水対策の検討内容、について伝える機会を増やしてほしい
●引き続き、みなさまにご理解いただけるよう努めていく。
○地盤に対する指摘に対しては、必要な強度がロックフィルダムとコンクリートダムでは異なる点を踏まえ、所要の強度を有する地盤であることを伝えるべき。また、増額要因すべてが地盤によるものと捉えられているように思うが、透水性への対策も含まれているので、誤解が生じないように説明すること。
●本日いただいたご意見を踏まえ、府民意見募集に対する回答について追記を行った上で、HPで公開する。
○「安威川ダム建設事業の事業評価」については、本日までの審議をもって「府の対応方針（原案）は適切」と答申する。
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